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※本プレスリリースはジャガー・ランドローバー社が2014 年8月11日に発表したプレスリリースの日本語訳です。

Range Rover Sport SVR（Range Rover Sport SVR）、
ランドローバーの製品ラインナップ史上、最速かつ最もパワフル、そして最もドライビング・ダイナミクスにフォーカスしたモデル

「Range Rover Sport SVR」は新たに高性能モデルの証であるSVRバッジを最初につけるランドローバー車であり、静止状態から100km/hまで驚異的な速さの4.7秒（0-60mphは4.5秒）で到達し、電子リミッター付最高速度260km/h（162mph）まで加速します。

SVRに搭載されるエンジンの中でレンジトップの5.0リッターV8スーパーチャージド エンジンは、最大出力550PS、最大トルク680Nmにチューンアップされており、2014モデルイヤー RANGE ROVER SPORT Autobiography Dynamic と比べて、最高出力40PS/最大トルク56Nmパワーが向上しています。また、先進的なZF製8HP70　8速オートマチック・トランスミッションと、四輪駆動のシャシーは、天候条件にかかわらず、驚くべく性能を補完できるように最適化が図られています。
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初期のテストにおいて、ランドローバー車の中で最もダイナミックなこのSUVは、ドイツの伝説的なニュルブルクリンクの北コースを、SUVの標準生産車がかつて記録した中で、最速の部類に入る8分14秒で駆け抜けました。

SVRは、Range Rover Sportの軽量で堅牢なオールアルミニウム構造がもたらすメリットを最大限に発揮する一方、レンジローバーが世界で名を馳せている所以たる洗練性、ラグジュアリー、オフロード能力を備えています。

レンジローバーにとっての「2つの世界初」のうち、電子制御式2ステージ・アクティブ・エグゾースト・システムは、安定したドライビング中の洗練性に悪影響を与えることなく、高回転域ではレーシングカーから発想を得たサウンドを生み出します。また、パフォーマンスを最適化させた295/40 R22のコンチネンタル社製の「SportContact 5」タイヤを装着したユニークな22インチのアロイホイールが、ドライバー中心のシャシーを補完します。標準装備の275/45 R21オールシーズンタイヤを付けた21インチの新型アロイホイールは、比類のないオールテレイン能力（全地形対応能力）を提供します。

エクステリアデザインの改良によりSVRは人目を惹くインパクトを与えると同時に、冷却効率と空力的効率を改善しています。ユニークなスポーツシートを採用した専用インテリアは、見た目の差別化を図り、かつアクティブなドライビングの最中にも乗員の着座姿勢を確実に保ちます。

ワールドデビューに先立ち、ランドローバーのスペシャル・オペレ―ションズ部門のマネージング・ディレクター、ジョン・エドワーズは次のように述べています。「Range Rover Sport SVRは、ベースとなるRange Rover Sport車の並外れたオンロード/オフロード能力を備えつつ、最先端のデザインを取り入れた、自然な形の進化形です。SVRの心躍る性能は、特に要求の多いお客様方にも満足していただけることでしょう。ランドローバーのスペシャル・ビークル・オペレーションズ・チームが特別に開発し、あらゆる分野を網羅した改良が相まってできたこのプレミアムモデルは、内側も外側もいっそう際立ったものとなり、そして、快適性、洗練性、あらゆる地形を走破する多様な能力に影響を与えることなく、ダイナミック性能が次なるレベルに引き上げられています。Range Rover Sport SVRは、実に世界で最も有能な高性能SUVといえるのです。」

Range Rover Sport SVRは、新型Range Rover Sportの成功を踏まえて登場したモデルです。新型Range Rover Sportは、セグメントで世界初となるオールアルミニウム製モノコックボディを備えたことにより先代より39%軽量化され、強靭かつ堅牢でありながらも軽量という理想的な構造を実現しました。Range Rover Sport SVRはそれをベースに開発されています。

ジャガー・ランドローバー・スペシャル・ビークル・オペレーションズ（SVO）チームによって創り出されたRange Rover Sport SVRは、既存モデルと並行して製造され、ランドローバーの正規ディーラーで販売されます。英国内で設計・技術開発・製造されるRange Rover Sport SVRは、今日のランドローバーの証である、技術の整合性、堅牢性、細部へのこだわりをより一層取り入れています。

Range Rover Sportは2005年に発売され、現在まで50万台が生産されています。


セクション1:　史上最もパワフルなランドローバー

Range Rover Sport SVRには、オールアルミニム5リッターV8スーパーチャージドエンジンの進化形が搭載され、その鋳鉄製シリンダーライナーと、クロスボルトで留めされたメインベアリングキャップが、強さと性能と洗練性の融合を実現しています。

ランドローバーのスペシャル・ビークル・オペレーションズのエンジニアチームは、細心の注意を払ってボッシュ製マネジメントシステムを最適化し、スーパーチャージャーの電子バイパスバルブのチューニングを再検証、その結果、オフロードでの多彩な能力とオンロードでのゆとりの加速性能を両立させるV8エンジンの並外れたフレキシビリティをそのままに、高いパフォーマンスが要求されるドライビング中の最大過給圧（ブースト圧）の引き上げに成功しました。

出力とトルクは、それぞれ40PSと56Nmの大幅な増強により最大出力550PS、最大トルク680Nmとなり、SVRは静止状態から100km/hまでわずか4.7秒（0-60mphは4.5秒）で到達し、速度規則が許せば電子リミッターで制限された最高速度260km/h（162mph）まで加速します。ニュルブルクリンクの北コースのラップタイム8分14秒は、この車の能力をさらに強調するものです。

Range Rover Sport SVRのデザイン上のユニークな改良点も高性能化に貢献しています。フロントバンパーのエアインテークを大きくしたおかげでツーチャージ・エアクーラーのエアフローが増加しました。これにより、スーパーチャージャーが生み出す圧縮空気の温度が、エンジンに入る前に下がり、極限の条件下であっても優れた性能を維持可能となるのです。

アルミニウム・モノコックがもたらす頑丈なプラットフォームは、サスペンションの改良とブッシュを固めにしたことと相まって、驚異的なパワーを発揮するエンジンの反応をさらに高めることを可能にしました。例えば、ドライバーがスロットルを絞ると、エアの流入量は現行Range Rover Sportの既存モデルより格段に早く減少し、ドライバーの意思に沿った瞬時の反応を実現します。ダイナミックモードでは、スロットルの反応がよりシャープに、ギアシフトがより俊敏になるおかげで、その特性がいっそう増強されます。加えて、オーバーラン時に燃料供給がカットオフされることはなくなり、特徴的な音を排気時に生じます。

SVRの燃費は22.1mpg(12.8リッター/100km)、CO2排出量は325g/kmと、高性能化による影響を受けず、V8スーパーチャージドユニットの数値と依然同一のままです。これは非常に効率的な先進エンジンが持つ設計特性のおかげです。その設計特性とは以下が挙げられます。
· クラストップの内部の低摩擦
· 中央に取付けられた多孔式のスプレーガイデッド噴射システムによる高圧直接噴射
· 独立デュアル可変カムシャフトタイミング（VCT）
· アイドリングでエンジンを切り、ドライバーがブレーキペダルから足を離した瞬間に再始動する先進のインテリジェント・ストップ/スタートシステム。


セクション2: よりいっそう速くなったギアシフトとダイナミクス性能に焦点をあてたドライブライン

Range Rover Sport SVRのスムーズで反応の良いZF製8速オ－トマチック・トランスミッションは、性能向上のために最適化が図られています。オプション設定のコンチネンタル社製22インチSportContact 5タイヤ、シャシーのセッティング見直し、確かな足取りを約束する四輪駆動システムに加え、トランスミッションはローギアの時にさらなるトルクを獲得、0-100km/hが4.7秒（0-60mphは4.5秒） という驚異的な数字を実現します。

8段のクロスギヤレシオを備えたトランスミッションは、シフトアップ中の極めて迅速かつ正確な燃料遮断のおかげで、シフトタイミングが最大50%も速くなっています。これにより、ギアチェンジの間中、エンジンのイナーシャを加速感の向上に利用する一方で、より直感的で素早い、音が聞こえそうなほどサクサクとしたシフト操作が可能になりました。さらに、ドライバーと車両とのリアルタイムな一体感が生まれ、エンジンは常時最も効率よく力を発揮できる回転域が維持可能となります。

トランスミッションのアダプティブ・シフト・ストラテジーは、加速とブレーキからのインプット、コーナリング時の横力、キックダウン要求、さらには傾斜の度合いまでをモニタリングし、それらの結果を踏まえて、事前設定された25のプログラムの中から最適な1つを選び、ドライバーの行動と路面状況にシームレスに適応します。例えば、よりスポーティーなドライビングスタイルの時には、ギアシフトをいっそうアグレッシブにし、シフトアップのタイミングをより高回転になるまで引き伸ばします。

Range Rover Sport SVRが安定性を欠くことがないよう、高速でのシフトダウン操作においてスロットルは自動的にブリッピングされ、スムーズなギアシフトを実現します。この機能はまた、急ブレーキの際に、洗練性と制御を最大限確保しつつ、トランスミッションが一連のすばやいシフトダウンを行うのを可能にします。

「コーナー・レコグニッション」は、コーナリングの間、ひとつのギアを維持し並外れた安定性をもたらす一方、直線に戻ると適度にシャープな反応に戻り、ドライバーが加速するのを可能にします。

同様に、トランスミッションは一連の追い越し操作を認識し、追い越しが可能な限り安全かつ高揚感あふれるものとなるよう、より低いギアを維持し、瞬時の加速を実現します。

このように性能にフォーカスしているにもかかわらず、Range Rover Sportのクラストップの洗練性には何ら影響がありません。ZF製8速トランスミッションのトルクコンバーターは、１速では究極の洗練性を約束する一方、２速からはロッキングクラッチにより途中のギアを飛び越えて一気にギアシフトがなされます。これにより、トランスミッションと駆動輪との間に直接的なリンクができ、ドライバーは自らの意思がより素早く反映されると感じることができます。

トランスミッションは、ステアリングホイールに取り付けられたパドルシフトか、ないしはシフトレバーによって制御されます。ドライバーは、フルオートマチックモードをデフォルト設定のうえ、時折マニュアル操作をするか、あるいは、シフトレバーを左に倒すことによってマニュアルに切り換えることができます。マニュアルモードでは、ギアチェンジはパドルシフトの操作によって行うか、あるいは、レーシングカーのように、シフトレバーを前に倒せばシフトダウンが、手前に引けばシフトアップが可能です。

「ダイナミック」モードにおいては、シフトストラテジーはより強化されます。トランスミッションはエンジン回転数がレッドラインに達してもシフトアップせず、エンジンが失速するのを防ぐためにシフトダウンのみします。

Range Rover Sport SVRは、ランドローバーがその名を馳せる所以たる驚異的な幅広い能力を発揮することを念頭において技術開発がなされました。SVRはフルタイム4WD機構と2速トランスファーボックスを装備しています。2速トランスファーボックスのローレンジを選択すれば、厳しい地形にも対応しやすくなります。トルク配分はフロント/リアが50/50となっています。

最適なトラクションを維持するため、センターディファレンシャルに電子制御式マルチプレートクラッチが備わっています。これはフロント・アクスルとリア・アクスル間のトルク配分を最適化するもので、極限状態では片方のアクスルに100%のトルクを配分することができます。精密な電子式トラクションコントロール・システムも、ランドローバーのトレードマークである走破能力に寄与しています。

トランスファーボックスは、ローレンジかハイレンジを選択可能です。完全同期した2速の「シフト・オン・ザ・ムーブ」システムにより、ドライバーは時速60km（37mph）以下であれば運転中でも2つのレンジ間の切り替えが可能で、極めて高いフレキシビリティを提供しています。ハイレンジではダイレクトな1:1のドライブレシオを提供する一方、ローレンジでは2.93:1と、極めて低速での徐行運転が可能となっています。

トラクションと安定性の最適化をさらに進めるため、SVRのダイナミック・アクティブ・リア・ロッキング・ディファレンシャルのチューニングが見直されました。SVRでは、このディファレンシャルは従来よりも早いタイミングで長い時間ロックし、パフォーマンス重視のドライバーを満足させると共に、トルクを最大限リアホイールに伝達することにより俊敏性の向上をもたらします。

トルクベクタリング・バイ・ブレーキング（TVbB）も同様にSVR用に再チューニングされました。これは、車のブレーキシステムを利用しトルクベクタリング・ディファレンシャルの効果を模倣するもので、コーナリング時にエンジントルクの四輪間の配分バランスを常に最適化し、グリップ力とステアリングを向上させると共に、アンダーステアの発生を抑えます。

このシステムは、ダイナミック・スタビリティ・コントロール（DSC）モジュールを介して、車両を毎秒100回モニターします。車がコーナリング時に加速すると、システムはヨーセンサーからのデータでアンダーステアの発生兆候を検知します。するとドライバーには認識できないレベルのブレーキが作動し、車の姿勢を矯正します。その一方で、エンジントルクがより大きなグリップ力のある外側のホイールに配分され、トラクションとステアリングコントロールを維持するのです。



セクション3: 最先端のデザイン

ランドローバーのプレミアムスポーツSUVならではの大胆なエクステリアデザインと豪華なインテリアは、Range Rover Sport SVRでは、広範囲にわたるダイナミックな改良が施されたことにより、さらに強化されています。

ジャガー・ランドローバーのスペシャル・ビークル・オペレーションズ（SVO）チームにより特別にデザインされたRange Rover Sport SVRは、広範囲な強化のおかげで強力な視覚的メッセージを伝えます。例えば、台形の形をした筋肉質のエアインテークが組み込まれた新型フロントバンパー、ベントが改良されたクラムシェル・ボンネット上に配されたダークな色調の「Range Rover」の文字、そしてヘッドライトのLEDのはっと目を引く特徴的な造形と対照的にダークな仕上げが施された新型グリルなどです。車体のサイドには、新しい特徴的なデザインのフェンダーベントを組み込んだ、全面的に新しくなったアルミニウム製フェンダーパネルが採用される一方、ユニークなサイドモールディングが筋肉質のイメージをさらに強化しています。リアに目を移すと、「Range Rover Sport SVR」のバッジが注目を集め、高い位置に取り付けられたスポイラーは、その中央部に目立つブレーキランプが組み込まれており、この車のスポーティーな性格を示唆しています。ユニークなリアバンパーには、SVR独自のクアッドエグゾーストパイプを備えた、グロスブラックのディフューザーが付いており、このモデルが高性能モデルであることが瞬時にみてとれます。
新型のホイールアーチ・エクステンションは、オプション設定の22インチ・マルチスポーク・アロイホイールを包み込んでおり、肩幅の広い筋肉質なスタンスを表現し、特別な性能とハンドリング能力を補完しています。

デザイン面の修正の多くは、SVRの高性能な能力の強化につながるものです。フロントバンパーの大型化したエアインテークは、最高出力550PSを発生するパワフルなスーパーチャージド・エンジンに空気を送り込むチャージ・エアクーラーへのエアフローを増やします。

新開発のリアスポーラーは揚力を減少させ、細心の注意を払って新型フロントバンパーとのバランスがとられています。フロントバンパー下部には、新型NVH（騒音、振動、ハーシュネス）コームが取り付けられ、ウィンドノイズの軽減により乗員に最大の洗練性をもたらす一方、空力効率の更なる改善を実現します。さらに、フロントエンドの揚力も減少させるため、攻めの走りの際も、フロントタイヤが高いグリップ力を維持するのを助けます。より厚みを増したフロントバンパーの、いっそうアグレッシブなロアセクションは、極限的なオフロード走行時には取り外すことができます。

6本ピストンのブレンボ社製ブレーキシステムでは、冷却機能が強化され、停止力が最適化されています。

エクステリアカラーの選択肢は7色で、その中にはRange Rover Sport SVR専用の息を飲むようなエストリルブルーが含まれています。

コントラスト鮮やかなサントリーニ・ブラックのルーフが標準装備となっており、ボディ同色のサイドモールディングがSVRのどっしりと身構えた筋肉質のスタンスを強調します。

一方、ハイグロスブラックで仕上げられたエクステリアトリムのディテールや、ブラックケーシングで覆われたステルスパックのヘッドライトが、デザインの強化を示しており、いプレミアムな印象と路上で視覚に訴える堂々とした存在感を創り出しています。

インテリアに関して、ジャガー・ランドローバーのSVOチームは、概して高性能車によく見られる特徴的なレザースポーツシートを採用することにより、SVRを他のRange Rover Sportと一線を画す存在としました。SVRの快適なシートは、積極的なドライビングの間、横方向の動きに対し乗員をしっかりサポートします。

16ウェイ・フル電動調整機能に加え、スポーツ・コマンド・ドライビング・ポジションとリアシートの余裕あるレッグルームは従来通りです。

スポーツテーマは、リアシートでも引き続き採用されており、パフォーマンス重視のフロントシートと同調させるためデザインが全面的に見直されました。その結果、4シートで構成された、人目を惹く美しい空間が生まれました。ここには、5人目の乗員のための予備シート用スペースも設けられています。新型リアシートは、最大限の快適性を提供するためリクライニング機能が付いている他、60:40に分割可倒式になっており、最大で1,761リットルの荷物スペースが出現します。

シートは、豪華なウィンザーレザー製で、中央部は畝のあるキルト仕上げとなっています。エボニーブラックのトップステッチング、人目を惹くリフレクティブパイピングが施され、全てのシートに「Range Rover Sport SVR」　のロゴが施されています。インテリアカラーには次の4種類の魅力的な配色が用意されています ― エボニーブラック（単色）、エボニーブラックとスィラスホワイト、エボニーブラックとピメントレッド、エボニーブラックとタン。

標準装備として、SVRにターンド・アルミニウムがインテリアトリムの細部に使われています。お客さまの好みに応じ、ドアパネル、センターコンソール、ダッシュボード、ステアリングホイールのベゼルに、カーボンファイバーを指定することも可能です。

ランドローバーのデザインディレクター兼チーフクリエーティブ・オフィサー、ジェリー・マクガバンは次のように語っています。「Range Rover Sport SVRは、究極のプレミアムパフォーマンスカーです。ランドローバーのSVOチームによって丹念に創られた、ランドローバー史上最もパワフルなこのプロダクションモデルは、パフォーマンスにフォーカスした設計見直しにより、地面に吸い付くように走り自己主張するスタンスと路上での圧倒的な存在感を持ち、既存の派生モデルとは明らかに異なる一線を画しています。それでいて、こうした目を瞠る進化を遂げながらも、Range Rover Sportが広く絶賛されている理由であるトレードマークのDNAも受け継がれているのです。」
セクション4: 高揚感を呼び覚ますサウンドトラック

Range Rover Sport SVRには、ランドローバーにとって初となる、電子制御式バルブを備えた2ステージ・アクティブ・エグゾーストシステムが搭載されています。このシステムはサウンドクオリティ、パフォーマンス、美的感覚を最適化します。

新しいエグゾーストシステムは、床下のパイプの径をV8スーパーチャージドの場合55mmから60mmに拡大し、フロー特性を改善しました。これは綿密にチューニングされたV8パワーユニットが550PSという驚異的な出力を十分に揮するために採られた対策のほんの一例です。再設計されたリアバンパーから突き出しているクワッドエグゾーストパイプは、このレンジトップのプレミアムSUVを他のRange Rover Sportモデルから視覚的に区別します。

レーシングカーを髣髴とさせる新しいサウンドトラックは、軽くスロットルを開けば毅然とした変調パルス音を響かせ、ピークパフォーマンス時には周波数の高い緊迫したスタッカート音と混ざり合い、エンジン音でもRange Rover Sport SVRを際立たせます。

重要な点として、電子制御式アクティブバルブは、エグゾーストのフローノイズを大幅に消し、エンジンのピーク回転域に至るまでピュアなエンジン音のみを創り出します。これは、パッシブバルブでは成し得ないことです。

低い回転域では、電子制御式アクティブバルブは2本のテールパイプを閉じ、最大限の洗練性を実現します。エンジンスピードと負荷が増加し、通常3000rpm程度になると、バルブが開き4本すべてのエグゾーストパイプを使ってエアフローを増やし、サウンドの性格に唐突な変化をきたすことなく、音量と音質を徐々に向上させていきます。さらに、サウンドシンポーザーが音質を豊かなものとし、魅力的なエンジン音をキャビンに響かせます。

ドライバーがアクセルから足を離したとき、エアチャージをより早くカットする専用のエンジンチューニングと相まって、新しいエグゾーストシステムはオーバーランで明確なクラックル音を響かせ、より生き生きとしたドライビング体験を実現します。

ドライバーは、エンジンスピードに関わらず、静音（QUIET）モードを選択することができます。

新型アクティブ・エグゾースト・システムは、ドライバーがRange Rover Sport SVRの渡河水深限界850mmでの走行に挑戦するときでも、その並外れたオフロード性能が影響を受けないように設計されています。



セクション5: 楽しい興奮をもたらす確実なハンドリング

Range Rover Sportは、快適性と極めて俊敏なハンドリングを高いレベルで実現している点が評価されてきました。英国のB道路（制限速度48km/hの一般道）、制限速度なしのアウトバーン、そしてニュルブルクリンクの北コースでの徹底した開発により、SVRの能力は新たな次元に達しました。

その成果としてシャシーは、よりタイトなボディコントロール、コーナリングのスピード向上、路面との一体感の強化をもたらします実際、コーナリング時の最大G（重力加速度）はV8スーパーチャージドの場合、1.1Gから1.3Gに増加しました。これはパフォーマンス志向のドライバーであれば容易に気づく明らかな改善です。それでもRange Rover Sport SVRのオンロードでの並外れた快適性と、オフロードでのクラストップの走行能力は何ら損なわれていません。

ランドローバーのビークルインテグリティ担当チーフエンジニア、マイク・クロスは次のように述べています。「当社のゴールはRange Rover Sportを造りかえることではなく、その主な能力を活かし、運転せずにはいられないような魅力的な高性能プレミアムSUVを創ることでした。そして、その目的は達成されたと思います。Range Rover Sport SVRは、クラストップのオフロード特性、高いレベルの乗り心地、そして重要な点として、従来モデルが持つダイナミック能力を全く新しい次元に引き上げています。天候条件にかかわらず、、その性能はまさに心躍るものをもたらしてくれるのです。」

・　強化されたサスペンションとステアリング
ランドローバーのエンジニアチームは、俊敏性の向上をめざし、Range Rover Sport SVRのシャシーをチューニングしています。サスペンションは主に軽量アルミニウム部品で造られており、完全独立懸架型で、前輪には広く間隔をとったダブルウィッシュボーン式が、後輪には先進的なマルチリンク式が採用されています。

Range Rover Sport SVRは、クロスリンクの四輪エアサスペンションと、連続可変磁性流体ダンパー付アダプティブ・ダイナミクスを搭載しています。アダプティブ・ダイナミクスは車両の動きを1秒間に少なくとも500回モニターし、変化する路面状況およびドライバーからの入力に対し減衰力をほぼ瞬時に調整します。

エアスプリングは、ピストンプロファイルの改良によりいっそうスポーティーなハンドリングと落ち着いた挙動を実現し、その一方で、アダプティブ・ダイナミクスのダンパーセッティングは、俊敏性の向上と乗員の乗り心地を比類のないレベルで両立させるために最適化が図られています。いずれのケースでも、変更に合わせてマネジメントソフトウェアも設定が見直されました。リアサスペンションのサブフレームブッシュは20%改良され、ドライバーからのあらゆる入力に対する適切なレスポンスを実現します。

SVRは、通常であれば車体の低い高性能車が出すようなレベルの性能を提供しながらも、Range Rover Sportに期待される高いレベルの快適性とオフロード走破能力は損なわれていません。たとえば、乗り心地はしなやかさを維持しており、また、アクセスモードの50mmからオフロード走行時の235mmまで調整可能なライドハイトは一定に保たれます。ホイールトラベルも同様にRange Rover Sportと同一で、前輪が260mm、後輪が272mmというクラストップの距離を確保しています。渡河水深850mmは、クラス最高レべルを維持しています。テレインレスポンス2は、引き続き6種類のセッティングを選択肢として提供します：「一般道」、「ダイナミック」、「草地／砂利／雪」、「泥地／わだち」、「砂地」、「岩場徐行」。Autoモードに設定にすれば、SVRが最適なモードを賢く選択してくれます。

可変レシオでの速度感応式の改良型エレクトリック・パワー・アシステッド・ステアリング（EPAS）システムは、見直しが図られたシャシーと共に、高速運転時のレスポンスの速さと車との一体感向上に貢献します。

油圧式のパワーステアリングシステムと異なり、EPASはポンプをエンジンで回す必要がないため、燃料消費とCO2排出量を低減することができます。

・　オプション設定の高性能ロードタイヤ
ホイールとタイヤは、SVR専用に2種類のパッケージが用意されています。全モデルに標準装備されているのは、Range Rover Sport SVR専用の21インチ・アロイホイールと275/45 R21オールシーズンタイヤです。オプションでユニークな22インチ・アロイホイール*も選択可能となっています。大変魅力的なこの新型マルチスポーク・ホイールは、295/40 R22のコンチネンタル社製SportContact 5*ロードバイアスタイヤと組み合わされ、オーナーは自らのSVRの用途によっていずれかをあらかじめ選ぶことが可能です。オプション設定の22インチホイールは、従来のRange Rover Sport用にデザインされた22インチホイールよりもタイヤ幅が1インチ広くなり、筋肉質でドラマチックなスタンスを醸し出しています。

オプション設定のコンチネンタル社製22インチタイヤを選択した場合、濡れた路面での性能が向上する一方、乾いた舗装路ではトラクション、グリップ、コーナリング時の横方向の安定性に優れた威力を発揮し、心躍るドライビング体験を提供します。

・　よりフラットかつ高速でのコーナリングを実現するアクティブロール・コントロール
改良版エアスプリングと、アクティブ・ダイナミクスの連続可変ダンパーとも連動した2チャンネル・アクティブロール・コントロール（ARC）には、Range Rover Sport SVRの高い能力をさらに強化することをめざし、特別なチューニングが施されています。実際のところ、SVRは舗装路での高い能力を持っているため、ランドローバーのエンジニアチームはその強化されたコーナリング能力を考慮の上、従来のARCを全面的にチューニングし直さなければなりませんでした。

ARCはそれまでのアンチロールバーに替わり、ボディロールを抑制するために油圧ポンプを使ったアクチュエーターを採用し、ボディへの加速に合わせて最大で毎秒1,000回、姿勢を調整します。1つのアクチュエーターを使ったこれまでの反復と比較し、2つのアクチュエーターを使うARCは、アクスルごとのロール（横揺れ）に独立して反応するため、精度がより向上しました。

ARCのマネジメントソフトウェアが車体のロールを検知すると、ARCは逆トルクを供給し、ボディを安定させ姿勢を維持し、ドライバーが車を制御しながら運転をより楽しめるようにします。ARCはRange Rover Sport SVRが、これまでのどのランドローバー車よりも、フラットな姿勢でより速くコーナリングを走る上で重要な役割を果たします。

自然な感覚を維持するため、ボディロールの目標値は、既存のRange Rover Sportより低く設定されているわけではありません。しかし、SVRは、はるかにずっと速いコーナリング速度を維持できる能力があるため、目標維持のためにはARCのセッティングの根本的な見直しが必要でした。

このシステムも、特にオプション装着のコンチネンタル社製22インチタイヤが生来のずっと高いグリップの閾値に到達した場合、限界域において斬新的な開放速度を実現するようチューニングが施されています。これによって、タイヤの限界までだけでなく、限界を超えても車両を制御することが容易であり続けることができます。その一方で、例えばサーキットでの高速コーナリングが可能となるのです。

ダイナミックモード選択時には、ハンドリングとドライバーの高揚感を最大化するために、ボディロールはさらに抑制されます。

ARCは、パフォーマンス志向のドライビングの間、Range Rover Sport SVR向けの特別なチューニングに従って作動しますが、ボディの加速やホイールのポジション、車高をモニタリングしているセンサーがオフロード走行を検知すると、他のRange Rover Sportに採用されているのと同じソフトウェアマッピングに自動的に切り替わります。これにより最高40km/h（25mph）のスピードまで、“ヘッドトス”を大幅に減らし、優れたオフロード能力を維持します。



セクション６: ニュルブルクリンクでの開発

曲線やコーナー、高速で駆け抜ける直線、手ごわい加速と減速の繰り返しが20.8キロメートル（13マイル）にわたり散りばめられ、しかも、しばしば変わる気まぐれな天候に見舞われるニュルブルクリンクの北コースは、どの高性能車にとっても究極のテストコースです。

サーキットにおける極限状態においては、車両のシャシーとパワートレーンには独特の要求が課せらせます。SVRは、複数のプロトタイプ車両がこの伝説的なドイツのサーキットでほぼ1,000ラップをこなし、徹底したテストを実施しました。

テストと開発の間、SVRは北コースのラップタイムわずか8分14秒という、プロダクションSUVとしては驚くほど速いラップタイムを記録しました。

ドイツにおける過酷なテスト生活から解放されたばかりで、今や生産開始に向けた準備が整ったSVRは、英国のグッドウッド・フェスティバル・オブ・スピードで、その走る姿を初公開しました。 熱心なモータースポーツファンが見守る中、レーシングカー譲りのエクゾーストノートを響かせながら驚異的な加速能力を見せ、1.87キロメートル（1.16マイル）のコースを駆け抜けることを実現しました。

以上

◆読者からの問い合わせ先◆
ランドローバーコール（フリーダイヤル）0120-18-5568
（9：00～18：00、土日祝日を除く）

この件に関する報道関係者からの問い合わせ先：
ジャガー・ランドローバー・ジャパン　マーケティング・広報部 
03-5470-4242

広報写真、発行済プレスリリース、および広報資料などは
ジャガー・ランドローバー・ジャパン プレスサイトをご利用ください
https://pr.jlrj.jp/
※ご利用にはユーザー登録が必要になります
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        1     ※ 本プレスリリ ー スはジャガ ー・ ランドロ ー バ ー 社が 2014  年 8 月 11 日に 発 表したプレスリリ ー スの日本語 訳 です。     Range Rover Sport SVR （ Range Rover Sport   SVR ） 、   ランドロ ー バ ー の 製品 ラインナップ 史上、最速かつ最もパワフル、そして最 も ドライビング ・ ダイナミクスに フォ ー カスしたモデル     「 Range Rover Sport SVR 」 は 新たに高性能モデルの 証 である SVR バッジを最初につけるランドロ ー バ ー 車であり 、 静 止 状 態から 100km/h まで驚異的な 速さの 4.7 秒 （ 0 - 60mph は 4.5 秒 ） で到達し、電子リ ミッタ ー 付最高速度 260km/h （ 162mph ） まで加速します。     SVR に搭載されるエンジンの中で レンジトップの 5.0 リッタ ー V8 ス ー パ ー チャ ー ジド   エンジン は 、 最大出力 550PS 、最大トルク 680Nm にチュ ー ンアップされており、 2014 モデルイヤ ー   RANGE ROVER SPORT  Autobiography Dynamic  と比べて、最高出力 40PS/ 最大トルク 56Nm パワ ー が 向上しています。 また、 先進 的な ZF 製 8HP70   8 速オ ー トマチック ・ トランスミッションと、 四 輪 駆 動 の シャシ ー は、 天候 条 件にかか わらず、 驚くべく 性能 を補完できるように 最適化が 図 られています。     初期のテストにおいて、ランドロ ー バ ー 車の中で最もダイナミックな この SUV は、ドイツの 伝説 的なニュルブル クリンクの北コ ー スを、 SUV の標準生産車 がかつて記 録 した中で 、 最速の部類に入る 8 分 14 秒で 駆 け 抜 けました。     SVR は、 Range Rover Sport の 軽 量で堅牢なオ ー ルアルミニウム構造がもたらすメリットを最大限に 発 揮 する一方、レンジロ ー バ ー が世界で名を 馳せ ている所以たる洗練性、ラグジュアリ ー 、オフロ ー ド能力を 備え て います。     レンジロ ー バ ー に とって の「 2 つの世界初 」 の うち 、電子制御式 2 ステ ー ジ ・ アクティブ ・ エグゾ ー スト ・ システムは、 安定したドライビング中の洗練性に 悪 影響を 与 えることなく、高回 転 域ではレ ー シングカ ー から 発 想を得たサ ウンドを生み出します。また、パフォ ー マンスを最適化させた 295/40 R22 の コンチネンタル社製の 「 SportContact 5 」タイヤを 装 着した ユニ ー クな 22 インチのアロイホイ ー ルが、ドライバ ー 中心のシャシ ー を補 完し ます。 標準 装 備の 275/45   R21 オ ー ルシ ー ズンタイヤを付けた 21 インチの 新型 アロイホイ ー ルは、比類 のないオ ー ル テレイン能力 （ 全地形 対応 能力 ） を提供します。     エクステリアデザインの改良により SVR は 人目を惹く インパクトを 与 える と同時に、冷却 効 率と空力的 効 率 を改善し ています 。ユニ ー クなスポ ー ツシ ー トを採用した 専 用 インテリアは、 見た目の差別化を 図 り、かつ アク ティブなドライビングの最中にも 乗 員の着座姿勢を確 実 に保ちます。    

